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議事要旨(1) 論点整理「金融商品会計の見直しに関する論点の整理（案）」について 

 

冒頭、加藤専門委員長より、本論点整理については、本日の委員会において審議後、公表の

議決を予定していること、続いて、5 月 7 日開催の委員会での審議を受けた論点整理案の修正

内容（審議事項(1)-2）について、説明がなされた。説明の後、委員等からの発言及び事務局

からの説明は次のようなものであった。 

 

（売却可能分類の見直し案について） 

・ ある委員から、事務局の修文により 3 つの案について整理がなされ、理解しやすくなっ

たとのコメントがあった。 

・ 複数の委員より、現行の測定区分を維持する第 1 案の記述が少なく他案に比べ軽い印象

を与えかねないため、これを支持する理由をさらに加えて欲しいとの意見があった。こ

れに対し事務局からは、字句修正の範囲で加筆を検討するとの説明がなされた。 

・ ある委員から、第 2 案における債券を区分する規準に関して、今回の文案では、前回示

されていた規準を 2 つの独立した規準に分けているが、むしろ、それぞれの組合せを示

した前回の記述の方が適切であるとの意見があった。また、別の委員から、ALM の観点

から負債に見合った評価方法とする規準は、単独では成り立ち得ないため、他の規準と

の組合せが必要ではないかとの意見があった。これらに対し事務局からは、前回示して

いた規準の組合せは脚注において維持しているが、組合せの可能性が全体にわたる旨が

分かるよう工夫するとの説明がなされた。 

・ さらに、当該 ALM の観点に基づく考え方について、より限定的な記載とすべきとの意見

があった。これに対し、論点整理の段階では限定する必要はなく、現状の書き振りで適

当であるとの意見があり、原案が維持されることなった。 

（コメント募集について） 

・ ある委員から、先に公表された退職給付会計に関する論点の整理では、論点を網羅的に

扱っており、本論点整理についても金融商品会計に関する論点が網羅されていると誤解

される可能性があるとの意見があった。これに対し事務局からは、コメント募集におい

ても、本論点整理は IASB の現行基準の置換えのプロジェクトのみに対応するものである

旨を加えるとの説明がなされた。 

・ 別の委員から、9月上旪の IASB との共同プロジェクトの会合に臨むには、コメント募集

の締切りを 7 月末よりも多少早めてはどうかとの意見があった。これに対し事務局から

は、本論点整理は内容が多岐に渡るため十分なコメント期間を確保したい旨が説明され

た。また、IASB への対応が遅れるとの懸念に対しては、6月上旪に東京で開催される IASB

の円卓会議（連結及び認識の中止）を機に IASBと市場関係者との意見交換会を設けたり

必要に応じて IASB へレターを送付したりすることも考える旨の説明がなされた。 

 

審議の後、字句等の修正については委員長に一任する前提で採決が行われ、出席委員全員

の賛成により、本論点整理の公表が議決された。 

                以 上 


